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エチ v ~と過酸化窒素との反底

第六報 酸素効果の検討及び、反磨、のJj(tこ依る影響均

竹内豊三郎

The Reaction between Ethylene and Nitrogen Peroxide 

Part VI On the Role of Oxygen for Preventing the Decay of 

Nitro只enPeroxide and the Influence of ，司1aterupon the Reaction 

Toyosaburo TAKElJCIIl 

Abstract 

(1) The effect of oxygen on the reaction was investigated as described in the' foregoing 

rcport by adding oxygen in the coursc of thc reaction when the prevention of the initially 

prevent oxygcn was over. 

The prevention '¥、羽 foundto reappe乳rat the addition. 

(2) Analysis of the reaction on the basis of foregoing results led to the conclusion that the 

prevention of decay of nitrogen peroxidc concentration required water as well as oxygen・

Thi~ conclusion was appealed to the cxperiment by adding water vapour at the initial stage 

。fthe reaction. 
It was found that the watcr vapour also causes the prevention. 

緒言

前1誌に於て， ヱチレンと過散化祭主が水銀燈照射の下に反肱するとき酸素が共有ーすれば過

限化主主素分!日号が停留し，而も (IJ この{宇宙は隈素If!)~が小さいとき始めから現はれるが， CIIJ 

大きい時には反肱を I\:~始してから一定時1m後に現はれるととが児/1\された. との{守留が隈素に

起r:qL，隈素が或粍度無くなると停留が格るならばその後で隈宗を一新たに迫力nすれば再び、停留

が起る ~i}で、aうる・ 本視に於ては批初にとの事を調べた貰験及び、結よl!に就いて報告し，;:J(に上に

5A;べた (1江と (IIJとのうた異にすすする一つの可能な説明を，生成物の或物が停留に必要であって

而も CIJの場合には反肱の批初に/1¥来る置で、充分で、あるが，商交素聞の正!jいCIIJの場合には不充

分であるとし，第 1十Rで見/1¥された!豆!住:物のうち， 7J'¥.がそれで・あるか否かを CIIJの寅験を孫め

水を苅lへて行ひ，泊隈{rt;'{素分I[F~を迫跡すると jCに杢IW;の時nn的理化をも測定して調べた結果

K就いて報背する.

. 
ぷ) 鰯媒研究所報告第5H虎.
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エチレシと過再主化窒索との反感

( 1 ) 酸素効果の検討

装置及び費験方法

F 主主置，炭肱操作位びに過酸化製素の分間i!1lJJと)j法はrHi報のと同じである.

隈素の迫力Hは装世の一部の師会口容も'f，乞苔へ
第 1圃追加酸素の彰響

九7ζ反mf器の会略上りもf.hい障の隈素を停留が経

ってから活栓を聞いて反I.II(器11:流し込むととに

よっセ行ひ，その玩知容積に於ける酸素E誌の減

&ia::-iJlI!o:-c迫加量を定めた.

ノ! 1 責験結果

事古果は第1闘の如Cになる. ととに縦軸の

許(NOみは過械化学素聞を， 横軸は時間(時)を

表ぼナ.

同に示された如く酸素を追加すればp(N02)

は一時J27激に大きくなるがペ 又減少し而る後

再ぴ停留する.

以-hの結果から過酸化窒素分民の停留には

-AltVsの酸素の共イ正が必要であるとしてよい.

雪、
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(2 ) 反躍の水に依る影響

第 2圃
装置及び操作

反胞;器以外の装置は前報のと同様で'<1うる.
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反匝(器は第 21，誠に示す如く， 前報のとほぼ同型のものに精度

::t: 1 mmHgのプルドン計が直結された容積 47c心のものでるる.

7kf主小型容器に入れて敢1'11カ、、ス抜き州)されたものを装世にとりつ

け所要の蒸気慨に保ワたまま反肱器に膨脹させ，反臨:器中の一定問J_~

の部分をi夜間空気で凝結させた. ;:1，くに過積化雫素，ヱチレン及び酸

素を前報と同じ方訟に依って入れた.

反!@¥温度は室温 (22::t: O.iioC)である.

持) ρ(N02) が一時的にJ科大する事に就u、ては，門主*が反畦U~i正に入る時入日 Fq\H庄の過般化祭素が一時下方に

事11 されて部分的に濃度が高〈なる~と，叉反R注生成物たる阿主化窒素が隅素によって;通情化窒去になる偶

との二つの王~\f!Jが祭Lげられる.
糾) 液体空気 5凝結主せて民全に引き， これを融解させ再び減給させて鼠空に引き合有気体を除〈操作.
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繍媒

賓験結果

エチレン初犀 lllUlHgl 143 140 

過酸化窒素初医 lllnlHg! 鈍 92 

酸素初摩町田町 108 101 
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貫験の結果をtr;3闘に示す・

闘に於ける p(N02lは過酸化窒覇者の分

野注，世は全慨を， (1)叉は (2)防強め水を

人れないで・，若しくは入J'Lてそれぞれ行っ

た寅験を示す.

闘の示ョ吋nく強め7kを入れた♂賓験 (2)

の場合にのみ p(NO.) Iま反磨;始めから岨停留

する.

一方全~は p (N02lが停留してゐる時

でも一減少してゐる.従9で停留府でもエチ

レン q~l消費が起って7kが生成!してゐるをし

てよい. gpちとの賞験に闘する限D緒言の

T象想は踏められたととになる.
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本研究は頻{内数授及び管a数授の綱曙篤

な御拐努事の不で行はれたものであり，叉そ

の費用l立文部省科準研究費の補II}JIC-依った.

ここに議しんで謝意を表す.
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